
 

平成３０年度 会務報告 研修会 

 

 

（１）第 45回栃木県産婦人科医会・栃木県産科婦人科学会定時総会 

  ならびに栃木県産婦人科医会特別研修会 

    平成 30年 5月 20日 宇都宮市医師会館 

   「安全な産科麻酔をめざして」 

                獨協医科大学 麻酔科学講座 山口重樹 先生 

（２）産婦人科保険診療講習会・医業推進伝達講習会 

    平成 30年 10月 20日 とちぎ健康の森 1階 大会議室 

栃木県産婦人科医会社会保険委員会委員（保険審査委員） 

栃木県産婦人科医会医療対策委員会委員 

   ①「平成 30年度産婦人科保険診療報酬改定のポイント」 

   ②「保険請求および審査について まちがいやすい事項 

－レセプト審査会便りから－」 

   ③「産婦人科外来診療の収益改善を目指して」 

   ④「妊婦健診公費負担制度の基本的な考え方と妊婦健診公費負担制度に関する 

用語の使用法について」 

（３）栃木県医師会母体保護法指定医師研修会 

    平成 30年 11月 18日 とちぎ健康の森 2階 講堂 

   第 1部 

   ①「母体保護法の趣旨と適正な運用」 

栃木県医師会母体保護法指定医師審査委員会委員 大草 尚 先生 

   ②「人工妊娠中絶手術に関する医療安全と救急処置」 

栃木県医師会母体保護法指定医師審査委員会副委員長 丸山正次 先生 

   ③「母体保護法と生命倫理」 

栃木県医師会母体保護法指定医師審査委員会委員 岸本恭紀 先生 

   第 2部 

   ①「小児科の立場から本県の実情」 

吉成小児科医院長 吉成仁見 先生 

   ②「HPVワクチンについて」 

日本産婦人科医会常務理事、自治医科大学名誉教授 

新百合ヶ丘病院がんセンター長 鈴木光明 先生 

   ③「ワクチンで守れる『10万個の子宮』」 

京都大学医学研究科非常勤講師・医師 

ジョン・マドックス賞受賞者 村中璃子 先生 

 

 

  



 

令和元年度 事業計画（案） 

 

 

 １．本会の事業目標 

 （１）母体保護法の適正なる運営と実施の推進 

 （２）母体保護法に関する啓発 

 （３）母子保健に関する調査研究 

 （４）先天異常対策 

 （５）会員の学術研修 

 （６）会員の品位向上と福祉推進 

 （７）その他目標達成に必要な事業 

 

 ２．本年度の事業目標 

 （１）母体保護法対策及び出産給付対策 

 （２）医療事故防止、医事紛争対策の充実 

 （３）医療経営の合理化と強化対策 

 （４）医の倫理の高揚 

 （５）第４６回日本産婦人科医会学術集会参加協力 

    令和元年１０月１３日（日）（東京：担当 日本産婦人科医会） 

 （６）会員の研修 

 （７）先天異常対策 

 （８）社会保険対策 

 （９）関東ブロック産婦人科医会協議会及び社保協議会参加協力 

    令和元度関ブロ協議会・社保協議会 長野県担当（長野県 木村医会長） 

    日時：令和元年９月２９日（日） 

    於：ホテルメトロポリタン長野 

（１０）第１３５回関東連合産科婦人科学会参加協力 

  令和元年度関東ブロック産婦人科医会・関東連合産科婦人科学会共催シンポジウム 

    日時：令和元年６月１６日（日）１４：３０〜１６：００ 

    於：都市センターホテル 

    テーマは、産婦人科 婦人科内視鏡手術と不妊症（長野県産婦人科医会担当） 

（１１）思春期医療の推進：学校への性教育講師派遣の拡充 

    第４２回日本産婦人科医会性教育指導セミナー全国大会参加協力 

    令和元年７月２８日（日）（大阪市：担当 大阪産婦人科医会） 

（１２）母子保健の推進 

（１３）子宮癌施設検診の拡大および受診率の向上、ＨＰＶ－ＤＮＡ併用検診の推進、 

    子宮頸がん予防ワクチンの普及 

（１４）日本産科婦人科学会への参加 

（１５）栃木県産科婦人科学会学術集会への参加協力 

    ２回（令和元年９月１日（日）自治医大、令和２年２月２日（日）獨協医大） 



 

（１６）栃木県母性衛生学会への参加協力 

         令和元年６月２３日（日）（自治医大看護学部） 

（１７）関連医系団体、医師会、行政機関との連絡、協調 

（１８）医政対策 

（１９）おぎゃー献金の推進 

（２０）勤務医対策の推進 

（２１）専門医登録への協力 

（２２）中高年女性のヘルスケアの推進 

（２３）「栃木県産婦人科医報」の発行 

 


